
まち・ひと・しごと創生総合戦略 （2018改訂版） 全体像

地方創生をめぐる現状認識
◎人口減少の現状 ⇒ 2017年の総人口は、前年に比べ、22万7千人減少し7年連続の減少。合計特殊出生率は前年を下回る

1.43となり、年間出生数は94.6万人となった。
◎東京一極集中の傾向 ⇒ 東京圏へ約12万人の転入超過、東京一極集中の傾向が継続。
◎地域経済の現状 ⇒ 雇用・所得環境の改善が続く一方、東京圏とその他の地域との間には一人当たり県民所得等に差が生じている。

また、地方において大多数を占める中小企業は、大企業と比べて人手不足感が高まっている。

人口減少と地域経済縮小の克服 / まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立

２．創生に向けた政策５原則
自立性、将来性、地域性、直接性、
結果重視の政策原則に基づく

１．従来の政策の検証

３．国と地方の取組体制とPDCA整備
確かな根拠に基づく政策立案（EBPM ※ )の考
え方の下、データに基づく総合戦略、多様な関係
者や専門家の知見の取り入れ、政策間、地域間
連携の推進
※Evidence-Based Policy Makingの略

政策の企画・実行に当たっての基本方針

今後の政策の方向

政策の基本目標
成果（アウトカム）を重視した目標設定
【基本目標①】
地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする
【基本目標②】
地方への新しいひとの流れをつくる
【基本目標③】
若い世代の結婚・出産・子育ての希望を
かなえる
【基本目標④】
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する

国家戦略特区制度、規制改革、社会保障制度改革、地方分権改革との連携

情報支援 人材支援 財政支援

◎地域経済分析システム（RESAS※）
の普及促進

※Regional Economy (and) Society Analyzing Systemの略

◎地方創生カレッジ
◎地方創生コンシェルジュ
◎地方創生人材支援制度

◎地方創生推進交付金・拠点整備交付金
◎地方財政措置（まち・ひと・しごと創生事業費）
◎税制（企業版ふるさと納税等）

地方創生の深化に向けた施策の推進（政策パッケージ）
１．地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする

２．地方への新しいひとの流れをつくる

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

４．時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

（ア）生産性の高い、活力に溢れた地域経済実現に向けた総合的取組
（イ）観光業を強化する地域における連携体制の構築
（ウ）農林水産業の成長産業化
（エ）地方への人材還流、地方での人材育成、地方の雇用対策

（ア）政府関係機関の地方移転
（イ）企業の地方拠点強化等
（ウ）地方における若者の修学・就業の促進
（エ）子供の農山漁村体験の充実
（オ）地方移住の推進

（ア）少子化対策における「地域アプローチ」の推進
（イ）若い世代の経済的安定
（ウ）出産・子育て支援
（エ）地域の実情に即した「働き方改革」の推進（ワーク・ライフ・バランスの実現等）

（ア）まちづくり・地域連携
（イ）「小さな拠点」の形成（集落生活圏の維持）
（ウ）東京圏をはじめとした大都市圏の医療・介護問題・少子化問題への対応
（エ）住民が地域防災の担い手となる環境の確保
（オ）ふるさとづくりの推進
（カ）健康寿命をのばし生涯現役で過ごせるまちづくりの推進
（キ）温室効果ガスの排出削減と気候変動への適応を進める地域づくり
（ク）地方公共団体における持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた取組の推進

地方創生版・三本の矢
地方が「自助の精神」を持って取り組むことが重要であり、国としては、引き続き、意欲と熱意のある地域の取組を、

情報、人材、財政の三つの側面から支援

基本的認識
◎中間年におけるKPIの総点検を踏まえ、「ひと」と「しごと」に焦点を当てた、「わくわく地方生活実現政策パッケージ」を策定。
◎「まち」に焦点を当てた、地方の魅力を高めるまちづくりの推進に向けて検討。

「わくわく地方生活実現政策パッケージ」の着実な実行
◎UIJターンによる起業・就業者創出
◎女性・高齢者等の活躍による新規就業者の掘り起こし
◎地方における外国人材の受入れ 等

次のステージに向けて
◎国は第１期の総仕上げに取り組むとともに、Society5.0の実現やSDGs達成に向けた取組をはじめとする現在と将来の社会的変化を見据え、

地方創生の新たな展開としての飛躍に向け、次期の総合戦略策定の準備を開始する。
◎地方公共団体においても、現行の「地方版総合戦略」の進捗状況を検証するとともに、各地域の実情を踏まえ、現行の「地方版総合戦略」の

総仕上げと次期「地方版総合戦略」における政策課題の洗い出し等を進めることが必要である。

地方の魅力を高めるまちづくりの推進
◎中枢中核都市の機能強化
◎人口減少に対応した「まち」への再生

第１期「総合戦略」の総仕上げに向けて

「女性・高齢者等の活
躍による新規就業者
の掘り起こし」
「地方における外国人
材の受入れ」
の記載追加

「「地域おこし協力隊」の拡充」の記載拡充
「ＵＩＪターンによる起業・就業者創出」の記載追加

「中枢中核都市の機能強化」の記載追加

「子供の農山漁村体験の充実」の記載拡充

赤枠は2017改訂版
からの主要な変更点

187



188



189



190



191



192



参 考 　都道府県・市区町村人口順 R2.10.1国勢調査確定値

団体名 人口 順位 団体名 人口 順位 団体名 人口 順位
全国 126,146,099 大田区 748,081 19 郡山市 327,692 78
東京都 14,047,594 熊本市 738,865 20 高知市 326,545 79
特別区部 9,733,276 相模原市 725,493 21 那覇市 317,625 80
神奈川県 9,237,337 岡山市 724,691 22 春日井市 308,681 81
大阪府 8,837,685 徳島県 719,559 秋田市 307,672 82
愛知県 7,542,415 江戸川区 697,932 23 四日市市 305,424 83
埼玉県 7,344,765 足立区 695,043 24 明石市 303,601 84
千葉県 6,284,480 静岡市 693,389 25 久留米市 303,316 85
兵庫県 5,465,002 高知県 691,527 豊島区 301,599 86
北海道 5,224,614 島根県 671,126 盛岡市 289,731 87
福岡県 5,135,214 船橋市 642,907 26 目黒区 288,088 88
横浜市 3,777,491 1 川口市 594,274 27 茨木市 287,730 89
静岡県 3,633,202 鹿児島市 593,128 28 福島市 282,693 90
茨城県 2,867,009 杉並区 591,108 29 青森市 275,192 91
広島県 2,799,702 板橋区 584,483 30 津市 274,537 92
大阪市 2,752,412 2 八王子市 579,355 31 墨田区 272,085 93
京都府 2,578,087 鳥取県 553,407 水戸市 270,685 94
名古屋市 2,332,176 3 姫路市 530,495 32 市原市 269,524 95
宮城県 2,301,996 江東区 524,310 33 長岡市 266,936 96
新潟県 2,201,272 宇都宮市 518,757 34 八尾市 264,642 97
長野県 2,048,011 松山市 511,192 35 府中市 262,790 98
岐阜県 1,978,742 松戸市 498,232 36 福井市 262,328 99
札幌市 1,973,395 4 市川市 496,676 37 加古川市 260,878 100
群馬県 1,939,110 東大阪市 493,940 38 港区 260,486 101
栃木県 1,933,146 西宮市 485,587 39 平塚市 258,422 102
岡山県 1,888,432 大分市 475,614 40 下関市 255,051 103
福島県 1,833,152 倉敷市 474,592 41 徳島市 252,391 104
三重県 1,770,254 金沢市 463,254 42 函館市 251,084 105
熊本県 1,738,301 福山市 460,930 43 草加市 248,304 106
福岡市 1,612,392 5 尼崎市 459,593 44 山形市 247,590 107
鹿児島県 1,588,256 葛飾区 453,093 45 富士市 245,392 108
川崎市 1,538,262 6 藤沢市 436,905 46 渋谷区 243,883 109
神戸市 1,525,152 7 町田市 431,079 47 佐世保市 243,223 110
沖縄県 1,467,480 柏市 426,468 48 調布市 242,614 111
京都市 1,463,723 8 品川区 422,488 49 茅ヶ崎市 242,389 112
滋賀県 1,413,610 豊田市 422,330 50 つくば市 241,656 113
山口県 1,342,059 高松市 417,496 51 松本市 241,145 114
愛媛県 1,334,841 富山市 413,938 52 文京区 240,069 115
奈良県 1,324,473 長崎市 409,118 53 大和市 239,169 116
さいたま市 1,324,025 9 岐阜市 402,557 54 佐賀市 233,301 117
長崎県 1,312,317 豊中市 401,558 55 春日部市 229,792 118
青森県 1,237,984 宮崎市 401,339 56 寝屋川市 229,733 119
岩手県 1,210,534 枚方市 397,289 57 上尾市 226,940 120
広島市 1,200,754 10 横須賀市 388,078 58 宝塚市 226,432 121
石川県 1,132,526 吹田市 385,567 59 厚木市 223,705 122
大分県 1,123,852 岡崎市 384,654 60 八戸市 223,415 123
仙台市 1,096,704 11 一宮市 380,073 61 太田市 223,014 124
宮崎県 1,069,576 長野市 372,760 63 荒川区 217,475 125
山形県 1,068,027 高崎市 372,973 62 呉市 214,592 126
富山県 1,034,814 豊橋市 371,920 64 伊勢崎市 211,850 127
千葉市 974,951 12 和歌山市 356,729 65 台東区 211,444 128
秋田県 959,502 北区 355,213 66 西東京市 207,388 129
香川県 950,244 奈良市 354,630 67 松江市 203,616 130
世田谷区 943,664 13 川越市 354,571 68 　　　　※以上20万人以上の団体

北九州市 939,029 14 高槻市 352,698 69
和歌山県 922,584 新宿区 349,385 70 （以下、特別区のみ標記）

堺市 826,161 15 大津市 345,070 71 中央区 169,179 158
佐賀県 811,442 中野区 344,880 72 千代田区 66,680 415
山梨県 809,974 所沢市 342,464 73
浜松市 790,718 16 越谷市 341,621 74 指定都市20
新潟市 789,275 17 いわき市 332,931 75 中核市62(標記60)
福井県 766,863 前橋市 332,149 76 施行時特例市23(標記18)
練馬区 752,608 18 旭川市 329,306 77       　　　　　    　(R4.1.1現在)

≪全国1747団体≫
特別区23、市792、町村932
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(参考)特別区の基礎データ

人口 昼間人口 面積

区  名 R7.3.1現在 R2国調 R6.10.1現在 歳出総額 特別区税 財調交付金

住基登録数

人 人 ｋ㎡ 千円 千円 千円

千代田
68,531

903,780 11.66 71,379,667 24,386,948 7,646,315

中  央
186,943

633,390 10.21 161,807,893 37,033,401 31,601,400

港
268,751

972,673 20.36 168,111,370 95,603,943 3,825,173

新  宿
356,680

793,528 18.22 178,299,812 55,395,755 31,426,743

文  京
248,374

353,648 11.29 117,981,176 39,880,328 25,237,026

台  東
224,676

307,176 10.11 115,422,271 26,569,551 31,707,105

墨  田
283,718

281,971 13.77 141,886,416 29,015,831 46,569,878

江  東
539,467

633,813 42.99 233,187,326 61,878,240 68,456,262

品  川
427,831

582,156 22.85 193,796,055 57,556,167 44,169,897

目  黒
287,388

301,801 14.67 123,773,948 51,515,142 21,207,217

大  田
751,113

722,027 61.86 312,328,717 81,582,213 81,492,691

世田谷
944,354

854,838 58.05 370,376,911 136,530,593 67,211,457

渋  谷
244,372

551,344 15.11 123,314,305 64,965,084 4,839,031

中  野
350,666

325,767 15.59 198,577,292 38,446,556 47,336,159

杉  並
593,590

498,067 34.06 225,895,261 71,767,113 52,458,423

豊  島
308,575

412,070 13.01 144,083,030 36,725,084 37,700,929

北
363,687

332,018 20.61 199,196,900 33,256,079 61,080,813

荒  川
223,194

193,640 10.16 117,399,254 19,768,368 45,276,910

板  橋
591,953

523,358 32.22 257,696,543 50,968,125 81,444,038

練  馬
757,165

601,359 48.08 312,286,631 72,656,390 100,902,215

足  立
701,423

619,375 53.25 317,160,375 54,825,528 112,740,738

葛　飾
458,312

376,832 34.80 273,038,078 37,185,731 87,904,146

江戸川
694,327

571,717 49.90 323,633,370 59,393,715 117,314,397

計 9,875,090      12,346,348    622.83 4,680,632,601 1,236,905,885 1,209,548,963

財政規模(Ｒ５年度普通会計決算)
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23 区の昼夜間人口比率 
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夜間人口密度（人／㎢） 

昼間人口密度（人／㎢） 
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